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今週・来週の予定

３月８日～２１日

　８（日）	 大斎節第２主日
　９（月）	 聖公会神学院卒業式
	 （内部関係者のみ）
１１（水）	 主教座聖堂活動委員会
	 東日本大震災 9 周年の祈り
１５（日）	 大斎節第３主日
１７（火）	 常置委員会
１８（水）	 教役者レクイエム

◇
３
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
聖
公
会
生
野
セ
ン
タ
ー
の
た

め
（
１
日
）
▽
東
京
教
区
神
学
生

の
た
め
（
１
日
）
▽
聖
公
会
東
京

３
１
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
の

働
き
の
た
め
▽
葛
飾
学
園
（
サ
ン

ピ
エ
ー
ル
・
保
育
園
・
学
童
保
育
）

の
た
め
▽
ぶ
ど
う
の
い
え
の
た
め

▽
女
性
の
家　

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
た
め 

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
の
お
願
い

①
３
月
８
日（
大
斎
節
第
２
主
日
）

～
29
日
（
大
斎
節
第
５
主
日
）
ま

で
礼
拝
（
公
祷
）
を
休
止
す
る

②
第
１
３
６
（
定
期
）
教
区
会
を

延
期
す
る

　

な
お
、
そ
の
間
は
、
祈
祷
書
の

「
朝
の
礼
拝
」「
朝
の
祈
り
」「
聖

書
日
課
」
な
ど
を
用
い
て
、
神
様

と
の
交
わ
り
の
時
、
祈
り
の
時
を

持
た
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま

す
。
自
宅
で
祈
ら
れ
る
こ
と
も
命

を
守
り
合
う
こ
と
に
通
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
祈
り
と
信
仰
の
営
み
を

支
え
る
た
め
に
、
聖
ア
ン
デ
レ
主

教
座
聖
堂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
「
自
宅
で
行
な
う
主
日
礼
拝
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
情
報
の
提
供

を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
な
い
形
で
も
あ
り

ま
す
が
、
共
に
祈
り
合
う
こ
と
に

よ
る
連
帯
や
信
頼
の
中
に
主
が
お

ら
れ
る
こ
と
を
強
く
信
じ
ま
す
。

◇
「
自
宅
で
行
う
主
日
礼
拝
」
の

た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

s://catty
o

-n
ew

s.

blogspot.com
/p/m

ikotoba.

htm
l

◆
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム

日
時
：
３
月
18
日
（
水
）
10
時
30
分

場
所
：
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

説
教
者
：
司
祭 
須
賀
義
和

▽
伝
道
師 

遠
藤 
英
子
▽
司
祭 

松

坂 

勝
雄
▽
司
祭 
内
田 
茂
二
▽
主

教 

後
藤 

真
▽
主
教 
八
代 
崇
▽

司
祭 

長
沢 

義
正
▽
伝
道
師 
岡
本 

房
子
▽
司
祭 

林 

五
郎
▽
司
祭 
米

村 

路
三
▽
司
祭 

安
倍 

騰
▽
伝
道

師  

林 

歌
子
▽
伝
道
師 

長
谷
川 

喜
多
子
▽
司
祭 

岸
本 

隆
一
▽
司

祭 

伊
藤 

堅
逸
▽
司
祭 

宿
谷 

栄 

▽
主
教 

斉
藤 

茂
樹
▽
司
祭 

洪
恒 

太
郎

【
礼
拝
、
プ
ロ
グ
ラ
ム 

開
催

延
期
・
中
止
の
お
知
ら
せ
】

［
教
区
青
年
会 

３
月
の
予
定
］

　

３
月
11
日
に
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
「
水
曜
定
例
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
を
鑑
み
、
中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
に
関
し
て
は
、

青
年
会
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

Instagram
/Tw
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［
下
町
聖
書
の
会
中
止
の
お
知
ら
せ
］

　

３
月
13
、
27
日
の
神
田
キ
リ
ス

ト
教
会
お
よ
び
20
日
の
神
愛
教
会

の
聖
書
の
会
は
中
止
し
ま
す
。

　

下
町
聖
書
の
会
は
４
月
10
日
か

ら
再
開
い
た
し
ま
す
。

［
旧
約
聖
書
講
義
中
止
の
お
知

ら
せ
］

　

３
月
21
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た

ナ
ザ
レ
研
修
会
の
旧
約
聖
書
講
義

は
お
休
み
し
ま
す
。
次
回
開
催
は

６
月
６
日
の
予
定
で
す
。

［
夕
の
黙
想
会
中
止
の
お
知
ら
せ
］

　

３
月
25
日
（
水
）
19
時
半
、
池

袋
聖
公
会
伝
道
所
に
て
開
催
予
定

の「
夕
の
黙
想
会
」は
中
止
し
ま
す
。
１



２

【
主
教
教
書
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
の
お
願
い２

０
２
０
年
３
月
４
日

東
京
教
区
主
教

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

髙
橋 
宏
幸

＋ 

主
の
平
安
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す

　

先
般
、
２
月
26
日
に
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
へ
の

お
願
い
」
を
発
信
致
し
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
政
府
の
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家

会
議
」
の
２
月
24
日
付
見
解
に
基

づ
き
、
少
な
く
と
も
３
月
11
日
ま

で
は
緊
急
議
題
や
課
題
が
あ
る
場

合
、
業
務
を
滞
ら
せ
な
い
た
め
に 

集
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
を
除

き
、
委
員
会
・
研
修
会
・
そ
の
他

の
会
合
の
開
催
を
自
粛
の
方
向
で

検
討
さ
れ
ま
す
よ
う
お
伝
え
致
し

ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
依
然

と
し
て
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
広
ま
っ
て
お
り
、

未
だ
見
え
て
い
な
い
感
染
連
鎖
は

日
本
中
ど
こ
で
起
き
て
い
て
も
不

思
議
で
は
な
く
、
対
策
を
徹
底
す

る
こ
と
が
さ
ら
に
強
く
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

常
置
委
員
会
、
教
区
事
務
所
主

事
会
議
、
教
会
グ
ル
ー
プ
幹
事
教

会
牧
師
と
も
相
談
の
上
で
、
以
下

の
こ
と
を
お
伝
え
致
し
ま
す
。

　

教
会
や
礼
拝
堂
に
人
が
集
ま
る

こ
と
に
因
る
感
染
や
拡
大
の
リ
ス

ク
以
上
に
、
東
京
と
い
う
過
度
の

人
口
密
集
度
、
接
触
頻
度
の
高
さ

な
ど
に
因
る
感
染
リ
ス
ク
の
高
さ

に
加
え
、
公
共
交
通
機
関
等
の
利

用
に
よ
る
人
の
移
動
が
一
層
感
染

リ
ス
ク
や
拡
散
リ
ス
ク
を
高
め
る

と
の
懸
念
は
拭
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
文
書
で
は

マ
ス
ク
着
用
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

の
励
行
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、

そ
れ
ら
が
極
め
て
購
入
、
設
置
困

難
な
現
在
、
礼
拝
出
席
者
を
守
る

術
も
縮
小
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ

で
、
教
役
者
や
信
徒
の
皆
さ
ま
は

じ
め
、
人
々
の
「
命
を
守
る
た
め

に
」
を
最
優
先
と
す
る
こ
と
、 

教

会
の
社
会
に
お
け
る
責
任
を
果
た

す
こ
と
な
ど
の
観
点
か
ら
、

① 

３
月
８
日
（
大
斎
節
第
２
主

日
）
～
29
日
（
大
斎
節
第
５
主
日
）

ま
で
礼
拝
（
公
祷
）
を
休
止
す
る

② 

葬
儀
に
関
し
て
は
、
十
分
な

感
染
予
防
対
策
の
上
で
執
り
行
う

③ 

第
１
３
６
（
定
期
）
教
区
会

を
延
期
す
る
（
別
途
、
詳
細
を
お

送
り
致
し
ま
す
） 

　

こ
と
と
致
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
諸
会
合
に
付
き

ま
し
て
、
前
文
書
で
は 

３
月 

11 
日
を
目
途
と
記
し
ま
し
た
が
、
更

な
る
事
態
の
深
刻
化
ゆ
え
に
、
引

き
続
き
一
層
の
開
催
自
粛
の
方
向

で
の
対
応
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　

前
回
文
書
発
信
以
降
、
今
日
ま

で
、
日
本
全
国
で
の
感
染
者
数
は

１
０
０
人
近
い
増
加
を
見
て
い
ま

す
。 

苦
渋
の
決
断
で
は
あ
り
ま

す
が
、
前
述
の
よ
う
に
何
よ
り
も

「
命
を
守
る
た
め
に
」
ご
理
解
と

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
間
は
、
祈
祷
書
の

「
朝
の
礼
拝
」「
朝
の
祈
り
」「
聖

書
日
課
」
な
ど
を
用
い
て
、
神
様

と
の
交
わ
り
の
時
、
祈
り
の
時
を

持
た
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま

す
。
自
宅
で
祈
ら
れ
る
こ
と
も
命

を
守
り
合
う
こ
と
に
通
じ
ま
す
。 

ま
た
、
祈
り
と
信
仰
の
営
み
を

支
え
る
た
め
に
、
聖
ア
ン
デ
レ
主

教
座
聖
堂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し

て
「
自
宅
で
行
な
う
主
日
礼
拝
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
情
報
の
提
供

を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

こ

れ
ま
で
に
な
い
形
で
も
あ
り
ま
す

が
、
共
に
祈
り
合
う
こ
と
に
よ
る

連
帯
や
信
頼
の
中
に
主
が
お
ら
れ

る
こ
と
を
強
く
信
じ
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
公
的
機
関
か
ら

の
情
報
や
推
移
を
注
目
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。重
ね
ま
し
て
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尊
い
命
を
失
っ
た
方
々
の
魂
の

平
安
、
感
染
し
た
方
々
の
回
復
と

医
療
従
事
者
の
お
働
き
、
感
染
の

収
束
を
切
に
お
祈
り
致
し
ま
す
。


